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専門とする事項   

受験番号 

問題番号   Ⅲ－     

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24字×25字 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 
○解答欄の記入は、1マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2文字を目安とする。 

１ ． 多 面 的 な 課 題 と そ の 観 点  

（ １ ）  い か に 防 災 ま ち づ く り を 推 進 す る か  

 近 年 の 気 候 変 動 に よ り 、 降 雨 量 の 増 大 や 海 面 水 位 の

上 昇 等 が 発 生 し て い る 。 こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え る と 、

現 在 の 治 水 計 画 に よ る 整 備 が 完 了 し て も 、 実 質 的 な 安

全 度 が 確 保 で き な い こ と が 懸 念 さ れ る 。 そ の た め 、 氾

濫 し た 場 合 を 想 定 し て 、 被 害 を 最 小 限 に す る た め の ま

ち づ く り が 重 要 で あ る 。 よ っ て 、 都 市 づ く り の 観 点 か

ら 、 被 害 対 象 を 軽 減 さ せ る た め の 対 策 が 課 題 で あ る 。  

（ ２ ） い か に 地 理 空 間 情 報 を 活 用 す る か  

昨 今 の 治 水 対 策 は 、 河 川 管 理 者 に よ る 事 業 に 加 え 、

氾 濫 域 も 含 め た 流 域 全 体 で の 取 り 組 み が 活 発 化 し て い

る 。 こ の 取 り 組 み の 拡 大 に 伴 い 、 対 策 に 関 連 す る 有 益

な 情 報 は 増 加 し て い る も の の 、 効 果 的 に そ の 情 報 を 活

用 で き て い な い 。 こ の た め 、 取 得 情 報 を 可 視 化 し 、 有

効 な 対 策 に つ な げ て い く こ と が 重 要 で あ る 。 よ っ て 、

技 術 面 の 観 点 か ら 、 地 理 空 間 情 報 の 活 用 が 課 題 で あ る 。  

（ ３ ） い か に 横 断 的 に 水 害 対 策 を 行 う か  

 激 甚 化 す る 水 災 害 は 、 た び た び 施 設 能 力 を 超 過 し 甚

大 な 被 害 を も た ら し て い る 。 こ の よ う に 、 ハ ー ド 面 の

対 策 の み で は 限 界 が あ り 、 日 々 の 暮 ら し や 事 業 活 動 の

中 で 水 災 害 に 備 え る 必 要 が あ る 。 ま た 、 あ ら ゆ る 関 係

者 に よ る 備 え や 取 り 組 み を 有 機 的 に 推 進 す る こ と で 、

対 策 の 効 果 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 よ っ て 、 体 制

面 の 観 点 か ら 、 横 断 的 な 水 害 対 策 が 課 題 で あ る 。  
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２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

 人 命 の 確 保 に 直 結 す る た め 「 い か に 防 災 ま ち づ く り

を 推 進 す る か 」 を 最 も 重 要 な 課 題 に 選 定 し 、 以 下 に 解

決 策 を 述 べ る 。  

（ １ ） 都 市 構 造  

① 防 災 指 針 の 策 定  

 災 害 ハ ザ ー ド 区 域 に お け る 開 発 抑 制 、 移 転 の 促 進 、

防 災 施 策 と の 連 携 強 化 な ど を 計 画 的 か つ 着 実 に 講 じ る

た め 、 立 地 適 正 化 計 画 に 防 災 指 針 を 定 め る 。 策 定 に あ

た っ て は 、 災 害 リ ス ク 分 析 に よ っ て 課 題 を 抽 出 す る 。

そ の 上 で 、 河 川 の 掘 削 や 護 岸 改 修 等 の 対 策 に よ る 氾 濫

防 止 と 、 立 地 誘 導 に よ る 被 害 対 象 の 減 少 を 同 時 に 取 り

組 み 、 流 域 の 安 全 確 保 を 総 合 的 か つ 多 層 的 に 進 め る 。  

② 高 台 ま ち づ く り  

 低 地 帯 に お い て は 、 氾 濫 が 発 生 し て も 命 の 安 全 や 最

低 限 の 避 難 生 活 水 準 が 確 保 で き る よ う 、 高 台 ま ち づ く

り を 推 進 す る 。 例 え ば 、 地 区 計 画 等 を 活 用 し 、 民 間 開

発 に よ る 高 台 の 拠 点 形 成 を 誘 導 す る 。 具 体 的 に は 、 地

区 計 画 を 定 め 、 浸 水 深 さ 以 上 に 建 物 の 床 面 高 さ を 確 保

す る と と も に 、 高 度 利 用 地 区 の 指 定 に よ り 、 容 積 率 の

緩 和 を 行 い 、 建 物 内 で の 緊 急 一 時 避 難 場 所 や 高 台 広 場 、

避 難 経 路 等 の 空 間 を 形 成 す る 。  

（ ２ ） 市 街 地 再 編  

 氾 濫 が 発 生 し て も 被 害 を 最 小 限 に 抑 え る た め 、 水 災

害 リ ス ク が よ り 低 い 区 域 へ の 誘 導 ・ 住 ま い 方 の 工 夫 を
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促 す 。 具 体 的 に は 、 自 治 体 が 主 体 と な っ て 移 転 者 等 の

コ ー デ ィ ネ ー ト を 行 い 、 移 転 に 関 す る 具 体 的 な 計 画 を

作 成 し 、 手 続 き の 代 行 等 を 行 う 。 ま た 、 地 域 コ ミ ュ ニ

テ ィ を 維 持 し な が ら 、 安 全 な 場 所 へ 移 転 す る 場 合 に は 、

集 団 移 転 促 進 事 業 を 活 用 し 、 自 治 体 が 移 転 先 の 整 備  

や 移 転 者 へ の 助 成 な ど を 行 う 。 他 方 、 住 ま い 方 の 工 夫

に お い て は 、 水 害 が 予 想 さ れ る エ リ ア の 建 物 を ピ ロ テ

ィ 構 造 に す る な ど 、 改 修 に 必 要 な 費 用 を 支 援 す る 。  

（ ３ ） グ リ ー ン イ ン フ ラ  

 社 会 資 本 整 備 や 土 地 利 用 に 併 せ て 、 自 然 環 境 が 有 す

る 機 能 を 活 用 す る 。 例 え ば 、 雨 水 貯 留 浸 透 機 能 を 有 す

る 緑 地 を 特 別 緑 地 保 全 地 区 と し て 指 定 す る 。 市 街 地 で

は 、 緑 化 協 定 制 度 を 活 用 し 民 有 地 で の 緑 化 を 推 進 す る 。

併 せ て 、 レ イ ン ガ ー デ ン や 屋 上 ・ 壁 面 緑 化 の 整 備 に よ

り 雨 水 を 一 時 的 に 貯 留 す る 。 グ リ ー ン イ ン フ ラ は 、 こ

の よ う な 災 害 リ ス ク の 低 減 に 加 え 、 生 態 系 の 保 全 や 地

球 温 暖 化 防 止 と い っ た 波 及 効 果 も 期 待 で き る 。  

３ ． 新 た な リ ス ク と 対 応 策  

 防 災 指 針 の 策 定 や ハ ー ド 整 備 に 伴 い 、 水 害 ハ ザ ー ド

が 変 化 す る 。 そ の 結 果 、 既 存 の ハ ザ ー ド マ ッ プ や 地 域

防 災 計 画 が 有 効 に 機 能 し な い リ ス ク が 生 じ る 。 対 応 策

と し て 、 各 段 階 に お い て 、 マ ッ プ や 計 画 の 見 直 し を 図

る 。 見 直 し に あ た っ て は 、 Ｐ Ｌ Ａ Ｔ Ｅ Ａ Ｉ Ｕ 等 の ３ Ｄ

都 市 モ デ ル を 活 用 し 、 整 備 完 了 に 合 わ せ て シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン を 行 う こ と で 、 対 策 の 見 え る 化 を 図 る 。  以 上  


